
Ⅱ．国債資金同時受渡（香港）
１．国債資金同時受渡（香港）依頼および決済指示（国債）（香港）
（１）払出先参加者が「国債資金同時受渡（香港）依頼」の送信を行う場合
　──　下線部は、（２）との相違点です。
イ．概要
日本銀行は、ＨＫＩＣＬから国債資金同時受渡（香港）に関する検証依頼事項の通知を受付けた後遅滞なく、払出先参加者に「決済指示（資金）（香港）検証依頼」（7611-00100）を送信します。これを受けて、払出先参加者は、当該「決済指示（資金）（香港）検証依頼」の内容が予定している国債資金同時受渡（香港）の内容と一致することを確認したうえ、「国債資金同時受渡（香港）依頼」（業務処理区分コード761201）（注１）により、国債資金同時受渡（香港）依頼を行うことができます。この場合、同時に決済指示（国債）（香港）を行うこともできます。
当該国債資金同時受渡（香港）依頼について、払出先参加者は、「決済指示（国債）（香港）」（業務処理区分コード761301）（注２）により、決済指示（国債）（香港）を行います。

日本銀行は、「決済指示（国債）（香港）」（注３）の受信後遅滞なく、対象の国債の取分けを行い、ＨＫＩＣＬに対し、検証結果一致の旨を通知します。当該通知を受けたＨＫＩＣＬは、資金の引落および入金を行い、日本銀行に対し、資金決済通知を行います。当該通知を受けた日本銀行は、対象の国債の取分けを解除したうえ、当該国債の受払を行います（国債資金同時受渡（香港）の実行）。
ただし、「決済指示（国債）（香港）」（注３）を受信した時点で、払出先参加者に国債残高不足が発生している場合には、日本銀行は、国債の取分けを行わず、決済指示（国債）（香港）を取消します（注４）。
この場合、払出先参加者は、国債残高不足を解消後、決済指示（国債）（香港）を再度行うことができます。

（注１）端末装置から送信する場合とコンピュータ接続等により送信する場合では、業務処理区分コードが異なります（コンピュータ接続等の「国債資金同時受渡（香港）依頼」の業務処理区分コードは763101となります。）。コンピュータ接続等の利用先であるオンライン振決参加者店舗は、利用細則（共通事務）および「メッセージフォーマット仕様書（コア機能・業務データ編）」の該当箇所の記載を併せて参照してください。

（注２）払出先参加者が「国債資金同時受渡（香港）依頼」の送信において同時に決済指示（国債）（香港）を行い、かつ、当該決済指示（国債）（香港）が取消されていない場合には、「決済指示（国債）（香港）」の送信は不要です。
（注３）国債資金同時受渡（香港）依頼と同時に行われる決済指示（国債）（香港）を含みます。
（注４）国債資金同時受渡（香港）依頼は取消しません。
ロ．事務の流れ
払出先参加者が「国債資金同時受渡（香港）依頼」の送信を行う場合の事務の流れを例示すると以下のようになります。
（例）本邦金融機関である約定金融機関等Ａ（払出先参加者）が、日本国債を見合いに、国債資金同時受渡（香港）を行い、在香港の金融機関Ｂ（資金払込先）から香港ドルを調達する場合です。
　　　　　　なお、αは、香港ドル即時グロス決済システム（香港金融管理局が提供し、ＨＫＩＣＬが運営する香港ドルの資金決済システムをいいます。）においてＡの香港ドルの入金が行われる金融機関（資金受入先）、βは、日銀ネットにおいてＢの日本国債の受入が行われる金融機関（受入先参加者）です。


















（注）④において同時に決済指示（国債）（香港）が行われた場合には、冒頭に「決済指示（国債）（香港）済」と表示されます。

（決済指示（資金）（香港）検証依頼）
　　　　①　Ｂは、ＨＫＩＣＬに対し、決済指示（資金）（香港）を行います。
②　ＨＫＩＣＬは、日本銀行に対し、国債資金同時受渡（香港）に関する検証依頼事項を通知します。
③　日本銀行は、②の通知を受付けた後遅滞なく、Ａに「決済指示（資金）（香港）検証依頼」（7611-00100）を送信します。
（国債資金同時受渡（香港）依頼）
④　Ａは、「決済指示（資金）（香港）検証依頼」の内容が予定している国債資金同時受渡（香港）の内容と一致することを確認したうえ、「国債資金同時受渡（香港）依頼」（業務処理区分コード761201）を送信します。
この場合、同時に決済指示（国債）（香港）を行うこともできます。
⑤　日本銀行は、④の送信受付後遅滞なく、Ａに「国債資金同時受渡（香港）依頼受付通知」（7612-00100）を、βに「国債資金同時受渡（香港）依頼受付案内」（7612-00200）（④において決済指示（国債）（香港）が行われた場合には、「決済指示（国債）（香港）済」の表示があるもの）を、それぞれ送信します。

（決済指示（国債）（香港））
⑥　Ａは、「決済指示（国債）（香港）」（業務処理区分コード761301）を送信します。ただし、④において決済指示（国債）(香港)を行った場合（Ａに国債残高不足が発生し、当該決済指示（国債）（香港）が取消された場合を除きます。）には、この送信は行いません。
⑦　日本銀行は、⑥の送信受付後遅滞なく、Ａに「決済指示（国債）（香港）受付通知」（7613-00100）を送信します。
（国債の取分け）
⑧　日本銀行は、⑥（④において決済指示（国債）（香港）が行われた場合には、④）の送信受付後遅滞なく、国債の取分けを行い、ＨＫＩＣＬに対し、検証結果一致の旨を通知します。また、Ａおよびβに「国債取分け（香港）通知」（7612-00400）を送信します。
（国債残高不足発生時の取扱い）
ただし、⑧において、Ａに国債残高不足が発生している場合には、日本銀行は、国債の取分けを行わず、決済指示（国債）（香港）を取消し、Ａに「決済指示（国債）（香港）取消通知」（7612-00500）を送信します。

この場合、Ａは、国債残高不足を解消後、⑥により「決済指示（国債）（香港）」を再度送信することができます。

（国債資金同時受渡（香港）の実行） 

⑨　ＨＫＩＣＬは、資金の引落および入金を行い、日本銀行に対し、資金決済通知を行います。

⑩　日本銀行は、⑨の通知を受付けた後遅滞なく、対象の国債の取分けを解除したうえ、当該国債の受払を行い（国債資金同時受渡（香港）の実行）、Ａおよびβに「国債資金同時受渡（香港）実行通知」（Ａには7614-00200、βには7614-00300）を送信します。

（２）受入先参加者が「国債資金同時受渡（香港）依頼」の送信を行う場合
──　下線部は、（１）との相違点です。

イ．概要
日本銀行は、ＨＫＩＣＬから国債資金同時受渡（香港）に関する検証依頼事項の通知を受付けた後遅滞なく、払出先参加者に「決済指示（資金）（香港）検証依頼」（7611-00100）を送信します。これを受けて、払出先参加者は、当該「決済指示（資金）（香港）検証依頼」の内容が予定している国債資金同時受渡（香港）の内容と一致することを確認します。その後、受入先参加者は、「国債資金同時受渡（香港）依頼」（業務処理区分コード761201）（注１）により、国債資金同時受渡（香港）依頼を行うことができます。
当該国債資金同時受渡（香港）依頼について、払出先参加者は、「決済指示（国債）（香港）」（業務処理区分コード761301）により、決済指示（国債）（香港）を行います。

日本銀行は、「決済指示（国債）（香港）」の受信後遅滞なく、対象の国債の取分けを行い、ＨＫＩＣＬに対し、検証結果一致の旨を通知します。当該通知を受けたＨＫＩＣＬは、資金の引落および入金を行い、日本銀行に対し、資金決済通知を行います。当該通知を受けた日本銀行は、対象の国債の取分けを解除したうえ、当該国債の受払を行います（国債資金同時受渡（香港）の実行）。

ただし、「決済指示（国債）（香港）」を受信した時点で、払出先参加者に国債残高不足が発生している場合には、日本銀行は、国債の取分けを行わず、決済指示（国債）（香港）を取消します（注２）。

この場合、払出先参加者は、国債残高不足を解消後、決済指示（国債）（香港）を再度行うことができます。

（注１）端末装置から送信する場合とコンピュータ接続等により送信する場合では、業務処理区分コードが異なります（コンピュータ接続等の「国債資金同時受渡（香港）依頼」の業務処理区分コードは763101となります。）。コンピュータ接続等の利用先であるオンライン振決参加者店舗は、利用細則（共通事務）および「メッセージフォーマット仕様書（コア機能・業務データ編）」の該当箇所の記載を併せて参照してください。

（注２）国債資金同時受渡（香港）依頼は取消しません。
ロ．事務の流れ

受入先参加者が「国債資金同時受渡（香港）依頼」の送信を行う場合の事務の流れを例示（（１）ロ．と同様です。）すると以下のようになります。



















（決済指示（資金）（香港）検証依頼）

①　Ｂは、ＨＫＩＣＬに対し、決済指示（資金）（香港）を行います。

②　ＨＫＩＣＬは、日本銀行に対し、国債資金同時受渡（香港）に関する検証依頼事項を通知します。
③　日本銀行は、②の通知を受付けた後遅滞なく、Ａに「決済指示（資金）（香港）検証依頼」（7611-00100）を送信します。
（国債資金同時受渡（香港）依頼）

④　Ａは、「決済指示（資金）（香港）検証依頼」の内容が予定している国債資金同時受渡（香港）の内容と一致することを確認します。その後、βは、「国債資金同時受渡（香港）依頼」（業務処理区分コード761201）を送信します。

⑤　日本銀行は、④の送信受付後遅滞なく、Ａに「国債資金同時受渡（香港）依頼受付案内」（7612-00200）を、βに「国債資金同時受渡（香港）依頼受付通知」（7612-00100）を、それぞれ送信します。

（決済指示（国債）（香港））
⑥　Ａは、「決済指示（国債）（香港）」（業務処理区分コード761301）を送信します。

　　　　⑦　日本銀行は、⑥の送信受付後遅滞なく、Ａに「決済指示（国債）（香港）受付通知」（7613-00100）を送信します。
（国債の取分け）
　⑧　日本銀行は、⑥の送信受付後遅滞なく、国債の取分けを行い、ＨＫＩＣＬに対し、検証結果一致の旨を通知します。また、Ａおよびβに「国債取分け（香港）通知」（7612-00400）を送信します。
（国債残高不足発生時の取扱い）
ただし、⑧において、Ａに国債残高不足が発生している場合には、日本銀行は、国債の取分けを行わず、決済指示（国債）（香港）を取消し、Ａに「決済指示（国債）（香港）取消通知」（7612-00500）を送信します。

この場合、Ａは、国債残高不足を解消後、⑥により「決済指示（国債）（香港）」を再度送信することができます。

（国債資金同時受渡（香港）の実行） 

⑨　ＨＫＩＣＬは、資金の引落および入金を行い、日本銀行に対し、資金決済通知を行います。

⑩　日本銀行は、⑨の通知を受付けた後遅滞なく、対象の国債の取分けを解除したうえ、当該国債の受払を行い（国債資金同時受渡（香港）の実行）、Ａおよびβに「国債資金同時受渡（香港）実行通知」（Ａには7614-00200、βには7614-00300）を送信します。

（３）事務取扱上の留意点
イ．振替禁止

国債の振替にかかる制限については、利用細則（国債振替決済関係事務）Ⅱ．２．を参照してください。

ロ．関係者間における国債資金同時受渡（香港）の内容の確認等
約定金融機関等は、国債資金同時受渡（香港）依頼を行う場合には、あらかじめ関係者間で国債資金同時受渡（香港）の内容について、十分に確認するようにしてください。
２．決済指示（資金）（香港）検証依頼、国債資金同時受渡（香港）依頼または決済指示（国債）（香港）の取消
（１）払出先参加者または受入先参加者による取消
イ．払出先参加者が検証結果不一致（香港）の通知を行う場合（注１）
　　【パターン１】（注２）






（注１）図においては、日本銀行とＨＫＩＣＬとの間の処理にかかる記載を省略しています。
（注２）［参考］３．の処理ごとの送信・実行済否別のパターンが該当します。以下２．において同じです。
①　払出先参加者は、「国債資金同時受渡（香港）依頼」および「検証結果不一致（香港）」のいずれもが未送信である場合（注）、「検証結果不一致（香港）」（業務処理区分コード761101）を送信することにより、決済指示（資金）（香港）検証依頼の取消を行うことができます。
　　　　　（注）「国債資金同時受渡（香港）依頼」が送信済である場合には、「検証結果不一致（香港）」の送信前に、「国債資金同時受渡（香港）依頼取消」の送信（国債資金同時受渡（香港）依頼の取消）を行う必要があります。
②　日本銀行は、①の送信受付後遅滞なく、払出先参加者に「検証結果不一致（香港）受付通知」（7611-00200）を送信します。
　　　また、日本銀行は、ＨＫＩＣＬに対し、国債資金同時受渡（香港）に関する検証依頼事項の内容が予定している国債資金同時受渡（香港）の内容と不一致である旨を通知します。
ロ．払出先参加者が国債資金同時受渡（香港）依頼の取消を行う場合
　　【パターン２】








①　払出先参加者は、「決済指示（国債）（香港）」（注１）が未送信である場合、「国債資金同時受渡（香港）依頼取消」（業務処理区分コード761202）を送信することにより、国債資金同時受渡（香港）依頼（受入先参加者が送信したものを含みます。）の取消を行うことができます（注２）。
　　　　　なお、受入先参加者に連絡することなく一方的に取消すと、迷惑をかけることとなる場合がありますので、「国債資金同時受渡（香港）依頼取消」を送信する場合には、受入先参加者と十分に連絡をとる必要があります。
　　　　　（注１）国債資金同時受渡（香港）依頼と同時に行われる決済指示（国債）（香港）を含みます。以下２．において同じです。
　　　　　（注２）決済指示（資金）（香港）検証依頼は取消されません。
②　日本銀行は、①の送信受付後遅滞なく、払出先参加者に「国債資金同時受渡（香港）依頼取消通知」（7612-00600）を、受入先参加者に「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」（7612-00700）を、それぞれ送信します。
ハ．受入先参加者が国債資金同時受渡（香港）依頼の取消を行う場合 
　　【パターン２】








①　受入先参加者は、払出先参加者において「決済指示（国債）（香港）」が未送信である場合、「国債資金同時受渡（香港）依頼取消」（業務処理区分コード761202）を送信することにより、国債資金同時受渡（香港）依頼（払出先参加者が送信したものを含みます。）の取消を行うことができます（注）。
　　　　　なお、払出先参加者に連絡することなく一方的に取消すと、迷惑をかけることとなる場合がありますので、「国債資金同時受渡（香港）依頼取消」を送信する場合には、払出先参加者と十分に連絡をとる必要があります。
（注）決済指示（資金）（香港）検証依頼は取消されません。
②　日本銀行は、①の送信受付後遅滞なく、受入先参加者に「国債資金同時受渡（香港）依頼取消通知」（7612-00600）を、払出先参加者に「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」（7612-00700）を、それぞれ送信します。
（２）日本銀行による取消
イ．元利払対象銘柄実行締切時刻の到来による取消
（イ）概要
　　　元利払対象銘柄実行締切時刻までに元利払対象銘柄を対象とする国債資金同時受渡（香港）が実行されなかった場合、当該国債資金同時受渡（香港）にかかる決済指示（資金）（香港）検証依頼、国債資金同時受渡（香港）依頼および決済指示（国債）（香港）は、日本銀行により取消されます（注）。
　　なお、元利払対象銘柄実行締切時刻時点で「決済指示（国債）（香港）」が未送信である国債資金同時受渡（香港）については、決済指示（資金）（香港）検証依頼は取消されないため、払出先参加者または受入先参加者は、元利払対象銘柄以外の銘柄を用いて、再度、国債資金同時受渡（香港）依頼を行うことができます。
（注）取消の対象は、元利払対象銘柄実行締切時刻時点における各取引にかかる処理の進捗状況に応じて異なります。取消の対象についての詳細は、（ロ）および（ハ）ならびに［参考］３．を参照してください。
（ロ）元利払対象銘柄を対象とする「国債資金同時受渡（香港）依頼」　　　　　が送信済であり、これにかかる「決済指示（国債）（香港）」が未送信である場合
　　【パターン６】







・　元利払対象銘柄実行締切時刻までに実行されなかった国債資金同時受渡（香港）にかかる当該国債資金同時受渡（香港）依頼は、同時刻後に日本銀行により取消されます（注）。
この場合、日本銀行は、払出先参加者および受入先参加者に「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」（7612-00900）（「自動取消分」の表示があるもの）を送信します。
（注）決済指示（資金）（香港）検証依頼は取消されません。
（ハ）元利払対象銘柄を対象とする「決済指示（国債）（香港）」が送信済である場合
　　【パターン７】













・　元利払対象銘柄実行締切時刻までに実行されなかった国債資金同時受渡（香港）にかかる当該決済指示（国債）（香港）ならびにこれにかかる決済指示（資金）（香港）検証依頼および国債資金同時受渡（香港）依頼は、同時刻後に日本銀行により取消されます。また、対象の国債の取分けが解除されます。
この場合、日本銀行は、払出先参加者および受入先参加者にそれぞれ以下の帳票を送信します。
　払出先参加者　「決済指示（資金）（香港）検証依頼取消案内」（7612-00800）、「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」（7612-00900）（「自動取消分」の表示があるもの）および「国債取分け（香港）解除通知」（7612-01000）
受入先参加者　「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」（7612-00900）（「自動取消分」の表示があるもの）および「国債取分け（香港）解除通知」（7612-01000）
ロ．国債資金同時受渡（香港）実行締切時刻の到来による取消
（イ）概要

　　　国債資金同時受渡（香港）実行締切時刻までに元利払対象銘柄以外の銘柄を対象とする国債資金同時受渡（香港）が実行されなかった場合、当該国債資金同時受渡（香港）にかかる決済指示（資金）（香港）検証依頼、国債資金同時受渡（香港）依頼および決済指示（国債）（香港）は、日本銀行により取消されます。
　

（ロ）「国債資金同時受渡（香港）依頼」および「決済指示（国債）（香港）」が未送信である場合
    【パターン９】





・　国債資金同時受渡（香港）実行締切時刻までに実行されなかった国債資金同時受渡（香港）にかかる決済指示（資金）（香港）検証依頼は、同時刻後に日本銀行により取消されます。
この場合、日本銀行は、払出先参加者に「決済指示（資金）（香港）検証依頼取消案内」（7612-00800）を送信します。
（ハ）元利払対象銘柄以外の銘柄を対象とする「国債資金同時受渡（香港）依頼」が送信済であり、これにかかる「決済指示（国債）（香港）」が未送信である場合
【パターン10】








・　国債資金同時受渡（香港）実行締切時刻までに実行されなかった国債資金同時受渡（香港）にかかる当該国債資金同時受渡（香港）依頼およびこれにかかる決済指示（資金）（香港）検証依頼は、同時刻後に日本銀行により取消されます。
この場合、日本銀行は、払出先参加者に「決済指示（資金）（香港）検証依頼取消案内」（7612-00800）および「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」（7612-00900）（「自動取消分」の表示があるもの）を、受入先参加者に「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」（7612-00900）（「自動取消分」の表示があるもの）を送信します。
（ニ）元利払対象銘柄以外の銘柄を対象とする「決済指示（国債）（香港）」が送信済である場合
【パターン11】









・　国債資金同時受渡（香港）実行締切時刻までに実行されなかった国債資金同時受渡（香港）にかかる当該決済指示（国債）（香港）ならびにこれにかかる決済指示（資金）（香港）検証依頼および国債資金同時受渡（香港）依頼は、同時刻後に日本銀行により取消されます。また、対象の国債の取分けが解除されます。
この場合、日本銀行は、払出先参加者および受入先参加者にそれぞれ以下の帳票を送信します。
　払出先参加者　「決済指示（資金）（香港）検証依頼取消案内」（7612-00800）、「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」（7612-00900）（「自動取消分」の表示があるもの）および「国債取分け（香港）解除通知」（7612-01000）
受入先参加者　「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」（7612-00900）（「自動取消分」の表示があるもの）および「国債取分け（香港）解除通知」（7612-01000）
ハ．国債残高不足の発生による決済指示（国債）（香港）の取消




・　「決済指示（国債）（香港）」の送信時点で払出先参加者に国債残高不足が発生している場合には、当該決済指示（国債）（香港）は、日本銀行により取消されます。
この場合、日本銀行は、払出先参加者に「決済指示（国債）（香港）取消通知」(7612-00500)を送信します。
コンピュータ接続等


第１編Ⅰ．２．参照





②国債資金同時受渡（香港）に関する検証依頼事項を通知








③「決済指示（資金）（香港）検証依頼」を送信





Ｂ（資金払込先）





日本銀行





ＨＫＩＣＬ





Ａ（払出先参加者）





①決済指示（資金）（香港）





④「国債資金同時受渡（香港）依頼」を送信





⑤「国債資金同時受渡（香港）依頼受付通知」を送信





⑥「決済指示（国債）（香港）」を送信





⑦「決済指示（国債）（香港）受付通知」を送信





⑧検証結果一致の旨を通知





⑧「国債取分け（香港）通知」


を送信





（資金受入先）





⑩「国債資金同時受渡（香港）実行通知」を送信





⑨資金決済通知





α





（受入先参加者）














β





⑤「国債資金同時受渡（香港）依頼受付案内」（注）を送信





⑧「国債取分け（香港）通知」


を送信





⑩「国債資金同時受渡（香港）実行通知」を送信





＜凡例＞


破線：ＨＫＩＣＬが行う処理等





コンピュータ接続等
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え





Ｂ（資金払込先）





（資金受入先）





α





③「決済指示（資金）（香港）検証依頼」を送信





②国債資金同時受渡（香港）に関する検証依頼事項を通知








Ａ（払出先参加者）





ＨＫＩＣＬ





日本銀行





①決済指示（資金）（香港）





⑤「国債資金同時受渡（香港）依頼受付案内」を送信





⑥「決済指示（国債）（香港）」を送信





⑦「決済指示（国債）（香港）受付通知」を送信





⑧検証結果一致の旨を通知





⑧「国債取分け（香港）通知」


を送信





⑩「国債資金同時受渡（香港）実行通知」を送信





⑨資金決済通知





（受入先参加者）














④「国債資金同時受渡（香港）依頼」を送信





β





⑤「国債資金同時受渡（香港）依頼受付通知」を送信





⑧「国債取分け（香港）通知」


を送信





⑩「国債資金同時受渡（香港）実行通知」を送信





＜凡例＞


破線：ＨＫＩＣＬが行う処理等





払出先参加者








日本銀行








①「検証結果不一致（香港）」を送信








②「検証結果不一致（香港）受付通知」を送信








受入先参加者








払出先参加者








日本銀行








①「国債資金同時受渡（香港）依頼取消」を送信








②「国債資金同時受渡（香港）依頼取消通知」を送信








受入先参加者








②「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








日本銀行








払出先参加者








②「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








受入先参加者








①「国債資金同時受渡（香港）依頼取消」を送信








②「国債資金同時受渡（香港）依頼取消通知」を送信








日本銀行








払出先参加者








「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








受入先参加者








「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








日本銀行








払出先参加者








「決済指示（資金）（香港）検証依頼取消案内」を送信








「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








「国債取分け（香港）解除通知」を送信








受入先参加者








「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








「国債取分け（香港）解除通知」を送信








日本銀行








払出先参加者








「決済指示（資金）（香港）検証依頼取消案内」を送信








受入先参加者








日本銀行








払出先参加者








「決済指示（資金）（香港）検証依頼取消案内」を送信








「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








受入先参加者








「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








「決済指示（資金）（香港）検証依頼取消案内」を送信








日本銀行








払出先参加者








「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








「国債取分け（香港）解除通知」を送信








受入先参加者








「国債資金同時受渡（香港）依頼取消案内」を送信








「国債取分け（香港）解除通知」を送信








日本銀行








払出先参加者








「決済指示（国債）（香港）取消通知」を送信








受入先参加者











エラー! メイン文書しかありません。 

